
今月のソングリーダー 廣内　世英会員

会 長 報 告
１. 理事会からの報告
２. 日韓親善会議のご案内
３. 毛管浄化システム株式会社　代表取締役 木村

弘子氏より、理事をされているＮＰＯ法人の通信
に掲載

４. 米山梅吉記念館創立50周年記念式典開催のお
知らせ。

１. ６月19日　和敬塾訪問のご案内（再度）
２. 池袋ＲＣより池袋ＲＣ60周年記念誌、としま

こどもカルタ地図が届き
ました。

３. 社会福祉法人いのち
の電話より、広報誌、相
談員募集、演奏会のお知
らせが届いております。

幹 事 報 告

2018～2019 年度会長方針「研修」と「活性化」
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前回第1526回例会報告　2019年６月12日

本日のプログラム
６月26日　チェンジオーバーナイト

（家族夜間例会）
受付開始� 17：00
例会点鐘、引き続きチェンジオーバーナイト�17：30
イベント　「和風ダンス」新井　風味
閉　　会� 20：15

次回（７月３日）のプログラム
理 事 会� 11：15～12：00
例　　会� 12：15～13：45 
新年度方針発表
役員理事挨拶
クラブ協議会①

第 1527 回例会　　2019 年 6月 26日

５クラブ会長会合　議事録
・4月17日（第1回）と6月10日（第2回）開

催済⇒次年度は四半期ごとに開催
・世話役：第3回目は東京豊島東ＲＣ、4回目

は板橋セントラルＲＣ
・検討テーマ：事務室共用化を初めとした事務

経費（人件費を除く）の削減策について
・理事会の承認を得た上、次年度会長・幹事に

引き継ぐ（幹事は代理出席）

■出席報告

会　員 出席算入
会員数 出席数 欠席数 出席率 2 月21日分

修正出席率

30 名 26 名 17 名 13 名 62.96％ 55.56％

7月の  例 会
　　スケジュール

７月３日［1528］
理事会　11：15 ～ 12：00
例　会　12：15 ～ 13：45
新年度方針発表
役員理事挨拶
クラブ協議会①

�
７月10日［1529］

例　会　12：15 ～ 13：45
卓　話　「激動の東アジア情勢と安倍政権の行方」
卓話者　石橋文登氏

�
７月１7日［1530］

例　会　12：15 ～ 13：45
クラブフォーラム①　社会奉仕



和 敬 塾 訪 問

  Smiling BOX 

〈今　回〉 〈累　計〉 〈予算達成率〉

35,000 円 798,330 円 66.53％

ニ コ ニ コ  B O X
櫛田会員／本年度最後の理事会を終えました。皆様

のご協力に感謝致します。次年度活動計画を伺
い、当クラブの明るい未来を感じました。よろ
しくお願い致します。

渡邊会員／本日最終理事会　櫛田会長、佐藤幹事理
事の皆様、大変お疲れ様でした。あと少しです
ので、ラストスパート頑張って下さい。

今田会員／妻の誕生祝いありがとうございます。
滝澤元会員／長い間、皆様には親しくお付合いさせ

て頂き、深く感謝いたしております。最後に、
お会いした上で挨拶することが出来ませんでし
たが、この「ニコニコ」で退会の挨拶とさせて
いただきます。本当にありがとうございました。

2019年 6月12日（水）

第12回定例理事会議事録
１．会計報告　承認
２．６，７，８月のスケジュール　承認
３．９月28日（土）日韓親善会議　案内
４．５クラブ合同例会　会計報告　承認
５．誕生日プレゼントの次年度実施で承認
６．未来を考える委員会の次年度組織継続、委員
長：細田会員
７．近隣５クラブ会長懇談会継続で承認　２回目
を報告　年４回輪番制
８．青少年来日奨学生受け入れについて　次々年
度（細田年度）は更に検討
９．退会者　月井会員・
　　須澤会員・竹内会員・
　　澤田会員　了承
10． 新会員　里見氏
　　紹介者：澤田会員・
　　櫛田会員　了承

　会員家族総19名で和敬塾の見学会に参加してきました。
　前川会員から、和敬塾の創立秘話の話があり学生食堂でのランチ定食、ブタ丼はとても美味しくわれわれも学生時
代に戻りました。館内での見学は、文化遺産に登録されるだけの価値のある土地と建物でした。
　和敬塾本館（旧細川侯爵邸）は、熊本藩主を務めた細川家の江戸下屋敷あった敷地の一部に、昭和11年（1936）
年に細川護立侯爵の本邸として建設されました。イギリスのチューダー・ゴシック様式を基調とする洋風の外観を持
ちながら、内部には和室のしつらえや東洋風の凝ったインテリアも併せ持つ、この時代の特徴をあらわす自由な折衷
デザインが見られる近代建築です。その歴史、文化的価値の重要性から、平成10（1998）年、東京都より有形文
化財の指定を受けています。
　昭和31（1956）年、育英事業の場にふさわしい環境として旧細川侯爵邸の敷地約7000坪および本邸を購入し
た前川喜作は、和敬塾を創設し本邸を和敬塾本館としました。現在は塾生の知育、徳育の場として活用を積極的に進
めながら、文化財として保存しています。

2019 .6 .19（水）


